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働き続けるには働き続けるには労働組合が必要だ労働組合が必要だ
待
遇
の
悪
さ
に
社
員
が

定
着
し
な
か
っ
た

仲
間
と
一
緒
に
要
求
前
進
！

支部の主要メンバーは30～40代の青年たち

スト権を確立し、賃金やパートの待遇差別などで一定の改善を実現

ストの基礎知識からスト権まで
パワーポイントで組合員に説明した

全労連・全国一般埼玉地本

大宮電化支部

2022年国民春闘
スローガン

大幅賃上げ・底上げで
誰もが希望もてる公正な社会を
“労働組合でいっしょにつくろう”

社長の言葉への怒りを結集
賃上げや休日増を勝ち取る

「労働分配率を
　　　改める気はない」

店
長
を
集
め
て
呼
び
か
け

そ
の
場
で
ほ
ぼ
全
員
加
入

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用

ス
ト
権
も
パ
ワ
ポ
で
解
説

変える

　
大
宮
電
化
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
ー
ド
オ

フ
」
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加

　
「
も
う
、
ず
っ
と
前
か
ら
、
こ
の
会
社
に
は
労
働
組
合
が
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言

わ
れ
て
き
た
。
今
回
、
組
合
が
結
成
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

̶̶

リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
株
式
会
社
大
宮
電
化
で
２
０
２
０
年
夏
に
結
成
さ
れ

た
、
全
労
連
・
全
国
一
般
埼
玉
地
本
・
大
宮
電
化
支
部
。
正
社
員
・
契
約
社
員
の

７
割
以
上
を
組
織
し
、
賃
上
げ
や
休
日
増
な
ど
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

盟
し
、
埼
玉
県
を
中
心
に
64

店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

正
社
員
・
契
約
社
員
は
約

1
5
0
人
。
う
ち
1
1
0
人

が
大
宮
電
化
支
部
に
加
入
、

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

も
含
め
約
1
2
0
人
が
組
合

員
で
す
。

　
組
合
結
成
の
中
心
と
な
っ

た
の
は
、
店
舗
の
店
長
を
束

ね
る
立
場
の
エ
リ
ア
長
た

ち
。
同
社
で
は
待
遇
の
悪
さ

に
若
い
社
員
が
次
々
と
辞
め

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
社
長
に
伝
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
「
で
も
、
経
営
陣
に
は
危

機
感
が
全
く
な
か
っ
た
。
社

長
に
も
待
遇
改
善
を
訴
え
た

が
、『
労
働
分
配
率
を
改
め

る
気
は
な
い
』
と
明
言
さ

れ
、
も
う
組
合
を
つ
く
る
し

か
な
い
と
思
っ
た
」
と
田
中

書
記
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

撤
廃
な
ど
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
「
社
員
た
ち
か
ら
、

『
改
善
さ
れ
た
』『
あ
り
が

と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え

て
、
う
れ
し
か
っ
た
」
（
田

中
書
記
長
）
。

　
田
中
書
記
長
や
藤
巻
委

員
長
な
ど
、
中
心
メ
ン
バ
ー

で
全
国
一
般
に
相
談
。
組
合

づ
く
り
の
基
本
を
学
び
、

2
0
2
0
年
８
月
31
日
に
結

成
し
ま
し
た
。
同
日
、
エ
リ

ア
ご
と
に
店
長
を
集
め
、

「
労
働
組
合
を
つ
く
っ
た
。

み
ん
な
加
入
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
ほ

ぼ
全
員
が
加
入
し
た
と
い
い

ま
す
。

　
高
い
組
織
率
を
背
景
と
し

て
翌
９
月
に
団
体
交
渉
を
開

始
。
途
中
、
冬
の
一
時
金
交

渉
も
あ
り
、
妥
結
し
た
の
は

21
春
闘
で
し
た
が
、
基
本
給

ア
ッ
プ
、
一
時
金
の
改
善
、

勤
務
時
間
短
縮
、
特
別
休

暇
・
慶
弔
休
暇
制
度
、
パ
ー

ト
の
有
給
休
暇
取
得
で
差
別

　
組
合
結
成
が
コ
ロ
ナ
禍
の

最
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

活
動
の
中
心
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
す
。「
交
渉
の
様
子
を
生

中
継
し
た
こ
と
も
あ
る
。
現

在
も
交
渉
は
録
音
し
て
共
有

し
て
い
る
」
。
Z
o
o
m
で

の
団
体
交
渉
報
告
会
に
は

50
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
21
春
闘
で
は
ス
ト
権
を
確

立
し
ま
し
た
。
ス
ト
権
に
つ

い
て
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

資
料
を
つ
く
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
会
議
で
説
明
し
ま
し

た
。
連
絡
は
基
本
的
に

L
I
N
E
。
組
合
費
も

L
I
N
E
ペ
イ
で
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
組
合
員
の
声

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
、
そ
の
内
容
を
団

体
交
渉
で
伝
え
て
い
ま
す
。

活
動
ス
タ
イ
ル
は〝
今
風
〞で

す
が
、
組
合
運
営
の
姿
勢
は

極
め
て
原
則
的
で
す
。

　
結
成
か
ら
１
年
半
近
く
が

経
ち
、
現
在
の
課
題
は
、
さ

ら
な
る
賃
金
ア
ッ
プ
と
組
合

の
継
続
で
す
。
「
一
部
の
役

員
に
負
担
が
か
か
る
や
り
方

で
は
長
続
き
し
な
い
。
楽
に

活
動
し
て
い
け
る
よ
う
工
夫

し
た
い
」
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　コ
ロ
ナ
禍
で
格
差
と
貧
困
が
さ
ら
に
悪

化
、一
時
金
も
昨
年
を
下
回
る
な
ど
、
労
働

者
の
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
弱
い
立
場
に
お
か
れ
る
非
正
規
労

働
者
、
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
が
企
業
経
営

の
調
整
弁
と
さ
れ
、
し
わ
寄
せ
を
受
け
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
大
幅
賃
上
げ
の

実
現
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
と

非
正
規
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
が
必
須

の
条
件
で
す
。

　国
民
春
闘
は
、
企
業
内
労
働
組
合
の
弱

点
を
克
服
す
る
た
め
に
た
た
か
わ
れ
て
い

ま
す
。
産
別
や
地
域
の
統
一
闘
争
へ
の
結
集

と
国
民
春
闘
共
闘
・
全
労
連
の
取
り
組
み

へ
の
結
集
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
を
呼

び
か
け
ま
す
。

①
生
計
費
原
則
に
基
づ
く
要
求
提
出
を
す

べ
て
の
職
場
で

②
22
国
民
春
闘
の
最
大
の
ヤ
マ
場
、
全
国

統
一
回
答
集
中
日
、
翌
日
の
全
国
統
一

行
動
に
結
集
を

③
最
低
賃
金
全
国
一
律
制
の
実
現
へ
法
改

正
を

④
企
業
内
最
低
賃
金
時
給
1
5
0
0
円
以

上
を
す
べ
て
の
職
場
要
求
に

⑤
均
等
待
遇
求
め
る
「
ボ
ー
ナ
ス
差
別
や

め
ろ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

⑥
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
の
具
体

化
⑦
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
強
化

　コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ
た
リ
ス
ト
ラ
か
ら
雇

用
を
ま
も
り
ま
す
。
労
働
組
合
の
あ
る
職

場
で
解
雇
・
雇
い
止
め
を
出
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
加
え
て
、
安
易
な

解
雇
を
多
発
さ
せ
る
「
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
」
の
創
設
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を

強
化
し
ま
す
。

　労
働
契
約
法
第
18
条
・
無
期
転
換
ル
ー

ル
の
見
直
し
の
議
論
が
す
す
ん
で
い
ま

す
。
有
期
契
約
時
の
労
働
条
件
を
引
き
継

ぐ
規
定
の
削
除
や
通
算
契
約
期
間
5
年
の

短
縮
、
不
更
新
条
項
へ
の
規
制
、
有
期
契

約
の
入
り
口
規
制
な
ど
を
求
め
て
い
き
ま

　要
求
や
労
働
組
合
の
目
的
を
明
確
に
し
て
、
要
求

を
持
つ
当
事
者
が
主
体
的
に
参
加
す
る
運
動
の
構
築

が
必
要
で
す
。「
要
求
討
議
」
を
重
視
し
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
」「
職
場
で
の
問
題

は
な
い
か
」な
ど
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
利
用
し
な
が

ら
「
す
べ
て
の
組
合
員
と
の
対
話
」
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
組
合
員
と
の
徹
底
し
た
対
話
で
要
求
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
、「
な
ら
で
は
の
要
求
」
を
明
確
に
し
ま

し
ょ
う
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
や
非
正
規
格
差
な
ど
格
差
を
見

え
る
化
し
、
そ
の
不
条
理
に
対
し
当
事
者
と
と
も
に

声
を
上
げ
て
変
え
る
こ
と
を
戦
略
に
位
置
づ
け
ま

す
。
賃
金
や
一
時
金
、
雇
用
や
労
働
条
件
、い
の
ち
を

ま
も
る
社
会
保
障
な
ど
す
べ
て
の
問
題
で
そ
れ
ぞ
れ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
、
非
正
規
格
差
な
ど
実
態
の
見
え

る
化
が
大
切
で
す
。
女
性
や
非
正
規
労
働
者
の
組
織

化
に
つ
な
げ
、
社
会
的
に
も
大
き
な
運
動
を
つ
く
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　す
べ
て
の
取
り
組
み
に
組
織
強
化
・
拡
大
を
位

置
づ
け
、労
働
組
合
を
見
え
る
化
し
、「
要
求
実
現

と
運
動
前
進
と
組
織
拡
大
」の
好
循
環
で
さ
ら
に

運
動
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
要
求
づ
く
り
か
ら
交
渉

の
過
程
が
最
も
当
事
者
を
組
織
化
で
き
る
と
き
で

す
。「
い
っ
し
ょ
に
交
渉
で
実
現
さ
せ
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
未
組
織
労
働
者
へ
の
働
き
か
け
、
職
場
や

地
域
の
身
近
な
要
求
を
労
働
組
合
の
力
で
実
現
さ

せ
て
労
働
組
合
へ
の
確
信
を
広
げ
ま
す
。

　7
月
に
参
議
院
議
員
選
挙
が
た
た
か
わ
れ
ま

す
。
総
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
私
た
ち
の
要

求
の
実
現
が
可
能
と
な
る
新
し
い
政
治
へ
の
転
換

を
求
め
ま
す
。
地
元
の
政
党
や
候
補
者
に
「
い
の

ち
ま
も
る
要
求
」「
最
低
賃
金
全
国
一
律
1
5
0
0

円
」
な
ど
要
求
の
公
約
化
を
求
め
ま
す
。
参
議
院

選
挙
方
針
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
す
す
め
、
労
働

組
合
と
し
て
た
た
か
う
参
議
院
選
挙
と
し
て
、
具

体
的
な
選
挙
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

す
。　男

女
間
格
差
の
是
正
に
向
け
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
法
整
備

を
実
現
す
べ
く
、
各
政
党
に
要
請
し
ま
す
。

「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
を

し
て
い
る
労
働
者
を
組
織
化
し
、
当
事
者

の
要
求
実
現
を
図
り
ま
す
。

　「
労
働
時
間
短
縮
運
動
（
1
日
8
時
間

労
働
か
ら
7
時
間
労
働
へ
）
」の
推
進
の
た

め
、
事
業
所
単
位
の
「
労
働
時
間
制
度
調

査
」を
行
い
ま
す
。

　「
い
の
ち
ま
も
る
地
域
行
動
」
を
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し

ま
す
。
①
保
健
所
の
拡
充
、
医
師
・
看
護

師
・
介
護
職
員
の
増
員
、
②
公
立
・
公
的
病

院
の
再
編
統
合
の
撤
回
で
拡
充
を
図
る
政

策
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　非
正
規
労
働
者
の
雇
用
の
質
の
向
上
や

人
員
の
確
保
・
拡
充
を
図
る
こ
と
が
社
会

的
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
産
業
の
仲

間
に
要
求
を
知
ら
せ
、
と
も
に
声
を
上
げ

た
た
か
う
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　「
行
政
改
革
」
の
名
の
下
に
公
的
部
門

の
縮
小
、民
営
化
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
置

き
換
え
、
委
託
化
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
体
制
拡
充
を
求
め
る
「
地
域
な

ら
で
は
の
要
求
」
を
明
確
に
し
て
、
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

　当
事
者
の
声
で
政
策
転
換
を
迫
る
大
運

動
に
し
ま
す
。
職
場
で
の
声
集
め
と
地
域

で
声
を
上
げ
る
運
動
を
具
体
化
し
ま
す
。

署
名
、
各
自
治
体
・
議
会
で
の
意
見
書
採

択
、
地
元
国
会
議
員
へ
の
要
請
な
ど
を
す

す
め
ま
す
。

　22
国
民
春
闘
は
、
日
本
の
労
働
者
が
直
面
す
る
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が

大
災
害
と
な
っ
た
大
き
な
原
因
で
も
あ
る
、
異
常
な
低
賃
金
・
不
安
定
雇
用
の
実
態
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
争
点
で
す
。
と
り
わ
け
、
社
会
維
持
に
不
可
欠
な
職
場
で

働
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
生
活
と
雇
用
の
安
定
が
急
務
で
す
。
た
た
か
う
労

働
組
合
の
社
会
的
な
影
響
力
が
強
ま
ら
な
い
限
り
、
改
善
は
図
れ
ま
せ
ん
。

　「
い
ま
こ
そ
労
働
組
合
」
で
す
。
国
民
春
闘
共
闘
・
全
労
連
は
、
最
も
困
難
に
直
面
す

る
労
働
者
に
寄
り
添
い
、
希
望
を
語
り
、
と
も
に
た
た
か
う
こ
と
を
信
条
に
、
そ
の
本

領
を
発
揮
し
た
た
か
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。

格
差
を
是
正
し
、賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

・底
上
げ
、最
低
賃
金
、均
等
待
遇
の
抜
本

的
な
改
善
で
賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ
を

医
療・公
衆
衛
生
体
制
の
拡
充
、エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
改
善
と
人
員
確

保
、公
務・公
共
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
拡
充

　コ
ロ
ナ
禍
を
口
実
に
、
改
憲
に
よ
る「
緊

急
事
態
条
項
」
の
制
定
を
急
ぐ
議
論
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
に
十

分
な
生
活
補
償
が
行
わ
れ
ず
、
改
憲
の
口

実
に
す
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
労
働

者
・
国
民
の
声
を
結
集
し
、
憲
法
が
生
き
、

人
権
が
ま
も
ら
れ
る
社
会
へ
の
具
体
的
な

発
信
を
続
け
ま
す
。

　参
議
院
選
挙
が
7
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

要
求
実
現
が
可
能
な
政
治
へ
の
転
換
に
向

け
て
、
職
場
で
の
学
習
と
議
論
を
大
切
に

し
、「
選
挙
に
い
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
成

功
さ
せ
ま
す
。

　さ
ら
に
、
気
候
危
機
打
開
へ
原
発
ゼ
ロ

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
さ
せ
、

金
儲
け
優
先
で
な
く
、い
の
ち
を
ま
も
り
、

す
べ
て
の
人
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
社
会
を

め
ざ
し
ま
す
。
労
働
組
合
の
交
渉
力
を
高

め
、
労
資
の
力
関
係
を
変
え
る
こ
と
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

憲
法
が
生
き
、人
権
が
ま
も
ら
れ
る
社
会

の
確
立
に
向
け
、参
議
院
選
挙
で
私
た
ち

の
要
求
が
実
現
可
能
と
な
る
政
治
へ

雇
用
を
ま
も
り
、人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー

ル
の
確
立
、格
差
是
正
、非
正
規
雇
用
差

別
や
女
性
差
別
を
な
く
そ
う

 「
要
求
討
議
」で

「
要
求
と
目
的
」の
明
確
化
、

春
闘
学
習
を
強
化

「
格
差
の
是
正
」へ
、

非
正
規
格
差
や

ジ
ェン
ダ
ー
格
差
の

要
求
と
見
え
る
化

参
議
院
選
挙
で

憲
法
が
生
か
さ
れ
、

要
求
実
現
可
能
な

新
し
い
政
治
へ

す
べ
て
の
取
り
組
み
に

「
組
織
拡
大・強
化
」を

位
置
づ
け

2022年国民春闘
方針ダイジェスト
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アプローチ

アプローチアプローチ

アプローチ

変え
る

2021年2月6日、ローカルビッグアクション新宿駅東口宣伝

　すべての職場組織で要求書の提出・
交渉を行い、ストライキを背景にした団
体交渉に粘り強く取り組みます。生活悪
化の具体的な事実で「労働者の雇用と生
活をまもる責任」を経営者に迫ります。

　全国統一集中回答日（3月9日）への
結集強化、翌10日はストライキを含む
全国統一行動を取り組み、先行回答で
プラス獲得と「大幅賃上げ・底上げと
人員確保はセット」をアピールします。

　4月1日から10日を回答促進強化旬間
とし、要求の追い上げを図ります。単
産や地方組織・地域組織はたたかって
いる労働者を励ますための激励や支援
行動に取り組みます。

　春闘アンケートは、全組合員規模で
の集約に加え、未組織労働者にも広げ
100万人分をめざします。仲間のリアル
な声・生活実態を集め、要求づくりや
団体交渉にいかします。

　最低生計費調査結果の学習をはじ
め、要求を練り上げるため、情勢の学
習・討議を重視します。成果主義賃金
の拡大を許さず、評価を賃金格差に結
びつけないたたかいを強めます。

　単産と地方・地域が連携して、打って出
る取り組みを重視します。非正規や低賃
金労働者など時間額1500円を下回る労働
者をなくし、「ボーナス差別やめろ！キャ
ンペーン」で要求前進をめざします。

声をあげれば
仲間が増えれば変えられる

4
つ
の
要
求
の
柱

月額25,000円以上
時間額150円以上
企業内最賃時間額1,500円以上
全国一律最低賃金1,500円

労働者と国民の団結で大幅賃上げ・底上げを実現させよう

出典：OECD.Statより全労連が作成。
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4
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

22国民春闘の
すすめ方 賃金大幅引き上げ・底上げ

統一要求
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2022年1月6日（毎月15日発行　第３種郵便物認可）2022年国民春闘　号外 ４

zoomで開催した新任指導員学習会には新組合員だけでなく
未加入者も参加（21年５月）

22
年
国
民
春
闘
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1月　 6日　新春宣伝・旗開き
　　　12日　単産地方代表者会議（国民春闘共闘

委員会）
　　　13日　春闘闘争宣言行動（経団連前）
　　 20日　春闘要求・春闘アンケート結果公表
　　　24日　全労連第62回評議員会（～25日）
　　  26日　春闘総決起集会（中野ゼロホール）

2月　 6日　「いのちとくらしまもる2.６ローカ
ルビッグアクション」（賃上げ・最
賃・いのち）（第一次最賃デー）

　　　27日　金属労働者のつどい（東日本）

 3月　 2日　中央行動／全国参加（大幅賃上げ・底
　　　　　　　上げ、全国一律最賃、いのちまもる   

　中央大集会）
　　　 6日　金属労働者のつどい（西日本）
　　 9日  集中回答日
　　　10日  全国統一行動日（ストライキ含む）
　　　11日　重税反対行動

4月　1日～10日　回答促進強化旬間
15日　第二次最賃デー

5月　 1日　メーデー
　　　 3日　憲法集会
　　 11日　中央行動／全国参加（全国一律最賃・

公務賃金引き上げ、いのちまもる
中央大集会）（第三次最賃デー）

６月　24日　第四次最賃デー

7月　15日　第五次最賃デー
　　　中旬　参議院議員選挙
　　　　　　厚労省・人事院包囲行動／全国参加
　　　　　　（公務賃金・最低賃金）※日時は追って告知
　　　27日　全労連第31回定期大会（～29日）

正
規
指
導
員
が
２
人
な
の
で

開
所
で
き
た

要
求
す
る
こ
と
へ
の

確
信
を

22
国
民
春
闘
へ
向
け
て

大
き
な
足
が
か
り

子どもを真ん中に
据えて改善を図る

　
名
古
屋
市
内
で
組
織
さ

れ
た
学
童
保
育
所
で
は
多
く

が
２
人
の
正
規
指
導
員
と
非

正
規
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
童
保
育
支
部
の

田
村
一
志
書
記
長
は
「
正
規

指
導
員
が
２
人
い
た
か
ら
対

応
で
き
た
。
し
か
し
、
人
手

不
足
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
多

　
20
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
見
舞
わ
れ
、
政

府
は
突
然
、
３
月
か
ら
学
校
の
臨
時
休
校
と
学

童
保
育
の
原
則
臨
時
開
所
を
要
請
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
わ
ず
か
２
日
間
。
子
ど
も
の
受
け
入

れ
が
早
朝
か
ら
と
な
り
、
現
場
は
混
乱
す
る
な

か
、
名
古
屋
市
の
建
交
労
愛
知
学
童
保
育
支
部

は
子
ど
も
の
安
全
と
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
学
童
保
育
に
奔
走
。
そ
し
て
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
を
「
子
ど
も
の
権
利
保
障
」
を
考
え
る

機
会
と
し
、
学
童
保
育
の
質
的
向
上
と
指
導
員

の
処
遇
改
善
に
向
け
た
新
た
な
た
た
か
い
を
歩

み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

く
の
混
乱
も
あ
っ
た
が
指
導

員
の
『
使
命
感
』
で
乗
り
切

る
し
か
な
か
っ
た
」
と
語
り

ま
す
。

　
臨
時
開
所
で
困
っ
た
こ
と

の
ト
ッ
プ
は
、
「
感
染
対

策
、
衛
生
管
理
」
で
感
染
拡

大
防
止
は
き
わ
め
て
困
難
で

し
た
。
国
の
学
童
保
育
室
の

基
準
は
「
子
ど
も
１
人
当
た

り
1・65
㎡
以
上
」で
す
が
、

こ
れ
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
が
保
て
ま
せ
ん
。

「
手
洗
い
場
が
１
つ
し
か
な

く
、
全
員
が
洗
い
終
わ
る
の

に
15
分
か
か
る
」「
80
人
の

子
ど
も
に
ト
イ
レ
が
３
つ
し

か
な
い
」
「
体
調
が
悪
く

な
っ
た
子
ど
も
を
隔
離
で
き

る
部
屋
も
な
い
」
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
年
間
を
通
し
て

約
3
0
0
日
近
く
を
過
ご
す

場
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
実

態
で
す
。

　
建
交
労
は
、
国
の
処
遇
改

善
費
の
予
算
化
に
向
け
て
た

た
か
い
を
組
織
し
、
15
年
度

に
放
課
後
児
童
支
援
等
処

遇
改
善
等
事
業
（
費
）
を
獲

得
し
、
16
、
17
春
闘
で
大
幅

賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
指

導
員
の
賃
金
は
低
い
ま
ま
で

す
。
21
年
の
支
部
の
平
均
基

本
給
は
23
万
6
7
8
円
（
平

均
年
齢
37
・
8
歳
、
同
勤
続

年
数
13
・
2
年
）
。
20
〜
24

歳
の
平
均
所
定
内
賃
金
は
約

22
・
8
万
円
（
20
年
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
）
。
指
導

員
は
長
年
働
い
て
も
世
間
の

初
任
給
水
準
の
ま
ま
据
え
置

か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
指
導
員
の
賃
金
は
公
費
と

保
護
者
か
ら
の
保
育
料
か
ら

支
払
わ
れ
ま
す
。
田
村
書
記

長
は
、「
保
護
者
が
相
手
で

は
要
求
が
し
づ
ら
い
で
す

が
、
仲
間
で
要
求
を
練
り
上

げ
る
こ
と
と
要
求
す
る
こ
と

へ
の
確
信
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
」
と
強
調
し
て
い
ま

す
。

　
臨
時
開
所
で
、
国
か
ら
の

財
政
支
援
は
当
初
１
日
当
た

り
１
万
2
0
0
円
で
し
た

が
、
建
交
労
が
厚
労
省
に

「
積
算
根
拠
が
不
明
瞭
」
と

訴
え
、
３
万
2
0
0
円
に
増

額
さ
せ
ま
し
た
。

　
処
遇
改
善
費
は
い
つ
削
ら

れ
る
か
不
安
も
あ
っ
た
中
、

毎
年
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
た
か
い
の
大
き
な
成
果
で

す
。
支
部
で
は
、
公
費
引
き

上
げ
を
生
か
し
て
、
春
闘
で

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
田
村
書
記
長
は
22
国
民

春
闘
に
む
け
て
「
指
導
員
は

女
性
が
多
い
が
職
場
に
更

衣
室
も
な
い
。
労
働
者
と
し

て
当
た
り
前
の
処
遇
を
め
ざ

す
」
と
そ
の
胸
を
張
り
ま
し

た
。

書記長　田村 一志さんた むら　 かず　し

感染対策、衛生管理

0 5 10 15 20 25 30 35 40

事務仕事との両立
ソーシャルディスタンスの確保

人員確保

保育内容
子どもの学習面の対応

長時間労働
指導員同士の連携
保護者との関係
子どもとの関係

地域との連携、兼ね合い

衛生用品の確保ができない
自粛となる行事や取り組みの代替設定

感染対策、衛生に関する知識や情報の不足

休校期間（2020年3月～5月）の保育で困ったこと

建交労

愛知学童保育支部

コロナ禍

愛知学童保育支部
アンケートより

1～2月　地域総行動・要求提出月間 3～4月　回答交渉・統一行動月間 5～6月　社会的賃金闘争強化月間

突
然
の
臨
時
開
所
に

困
難
を
抱
え
な
が
ら
対
応

全労連 _国民春闘号外　4面


